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１ 将来推計 

 
（１）推計人口 

本市の住民基本台帳をもとに、コーホート変化率法（同じ年に生まれた人々の動向から変化率を求め、

その結果に基づき将来人口を推計する方法）により算出した推計人口をみると、本市の総人口は年々減

少し、計画最終年の令和５年には69,476人となることが見込まれます。 

人口構成比では高齢化率は増加を続け、令和５年には29.8％となり、令和6年以降には30％を超え、

令和22年（2040年）には37.2%に達する見込みです。 

 
■推計人口  

 
 

■推計人口（構成比） 

 
 

 

  

25,953 25,545 25,171 24,854 24,111 22,606 21,236 19,726

23,935 23,949 23,962 23,938 23,920 23,309 21,431 18,624

20,030 20,317 20,531 20,684 20,937 21,123 21,609
22,662

69,918 69,811 69,664 69,476 68,968 67,038 64,276 61,012

0人

20,000人

40,000人

60,000人

80,000人

令和２年 令和３年 令和４年 令和５年 令和７年 令和12年 令和17年 令和22年

資料：住民基本台帳に基づく推計（各年10月１日現在）

65歳以上

40-64歳

40歳未満

【実績値】 【推計値】→

37.1 36.6 36.1 35.8 35.0 33.7 33.0 32.3
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28.7 29.1 29.5 29.8 30.3 31.5 33.6 37.2
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令和２年 令和３年 令和４年 令和５年 令和７年 令和12年 令和17年 令和22年

資料：住民基本台帳に基づく推計（各年10月１日現在）

65歳以上

40-64歳

40歳未満

【実績値】 【推計値】→
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（２）高齢者人口の推計 
本市の高齢者人口の推計をみると、65～74歳の高齢者は減少を続け、令和5年以降に10,000人を下

回ることが見込まれます。 

また、75歳以上の高齢者は令和４年以降、65～74歳の高齢者数を上回って推移し、令和12年にピー

クを迎え、13,722人となり、高齢者に占める割合は6割を超えることが見込まれます。 
 

■高齢者人口の推計 

 
 

■高齢者人口の推計（構成比） 

 
 
  

10,863 10,802 10,166 9,488 8,400 7,401 8,516 10,495

7,170 7,341 7,995 8,623 9,547 9,205 7,097
6,313

1,997 2,174 2,370 2,573 2,990 4,517 5,996 5,854
20,030 20,317 20,531 20,684 20,937 21,123 21,609 22,662
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資料：住民基本台帳に基づく推計（各年10月１日現在）
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75-84歳

65-74歳

【実績値】 【推計値】→
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資料：住民基本台帳に基づく推計（各年10月１日現在）

85歳以上

75-84歳

65-74歳

【実績値】 【推計値】→
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２ 要支援・要介護認定者の推計 

本市の要支援・要介護認定者数の推計をみると、年々増加を続け、計画最終年の令和５年には2,996

人となり、認定率は14.1％となることが見込まれます。 

令和17年以降、認定者数が減少に転じますが、団塊ジュニア世代が高齢者となり、要支援・要介護認

定を持たない高齢者が増加することなどが背景として想定されます。 
 

■要支援・要介護認定者数の推計 

 
 

■要支援・要介護認定者数の推計（要介護度別） 
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資料：地域包括ケア「見える化」システムによる推計（各年９月末現在）

第１号被保険

者（65歳以上）

第２号被保険

者（40-64歳）

第１号被保険

者認定率

【実績値】 【推計値】→

令和2年 令和3年 令和4年 令和5年 令和7年令和12年令和17年令和22年
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448 466 493 517 575 687 742 722470 498 526 553 628
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611

770
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368 393 413 433
492
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731 790
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414
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4,668 4,657
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資料：地域包括ケア「見える化」システムによる推計（各年９月末現在）

要介護5

要介護4

要介護3

要介護2

要介護1

要支援2

要支援1

【実績値】 【推計値】→
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３ 高齢者世帯の推計 
本市の高齢者世帯の推計をみると、年々増加を続け、令和７年に高齢独居世帯は3,002世帯、高齢夫

婦世帯4,047世帯となり、団塊ジュニア世代が高齢者となる令和22年には高齢独居世帯は4,474世帯、

高齢夫婦世帯5,719世帯になると見込まれます。 

 
■高齢者世帯数の推計 

 

 
４ 認知症高齢者の推計 

本市の認知症高齢者の推計（要支援・要介護認定者に対する認知症高齢者自立度Ⅱ以上の割合を人口

推計に乗じて算定）をみると、年々増加を続け、計画最終年の令和５年に2,341人となり、令和12年に

ピークを迎え、2,539人となります。また、団塊ジュニア世代が高齢者となる令和22年には2,409人と

なり、高齢者の約10％を占めると見込まれます。    

 
■認知症高齢者の推計 

 

    

2,232 2,583 3,002 3,455 3,946 4,474
3,181 3,564 4,047 4,566 5,123 5,719
5,727 5,569 5,428

5,234
4,984

4,67411,140 11,716 12,477 13,255 14,053 14,867

0世帯

10,000世帯

20,000世帯

平成27年 令和2年 令和7年 令和12年 令和17年 令和22年

資料：国勢調査に基づく推計（各年10月１日現在）

高齢者を含む世帯

高齢夫婦世帯

高齢独居世帯

【実績値】 【推計値】→

1,888 2,036 2,191 2,341 2,480 2,539 2,484 2,409
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2,000人

4,000人

令和2年 令和3年 令和4年 令和5年 令和7年 令和12年 令和17年 令和22年

資料：地域包括ケア「見える化」システムを活用した推計（各年10月末現在）
【推計値】→


